
添付資料１

発生箇所

高浜発電所４号機の蒸気発生器伝熱管の損傷（調査結果）

伝熱管の拡大平面図

約6.3mm

約11.5mm

すき間
約0.2mm

伝熱管

管支持板
の貫通穴

（２次系冷却水）

１次冷却水

＜伝熱管概要＞
外径：約22.2mm
厚さ：約1.3mm
材質：ｲﾝｺﾈﾙ600合金

(特殊熱処理)
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＜第３管支持板＞
Ａ－ＳＧ：１本
Ｃ－ＳＧ：３本
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Ｃ－蒸気発生器伝熱管（低温側）の状況

＜第３管支持板＞
有意な信号

指示管（ X５１-Y４ ）

X方向
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94

Y方向1 46 ：有意な信号指示管 （１本）

：既施栓箇所（外面減肉） （１本）

：既施栓管（拡管部応力腐食割れ） （８本）

：既施栓管（拡管部応力腐食割れ以外） （１２９本）

X51-Y4

X51-Y4

付着物回収前 付着物回収後

約4㎜

伝熱管第3管支持板

約29mm約22.2mm

管支持板
下端から約8㎜

付着物 きず
（光沢あり）

：有意な信号指示管 （３本）

：既施栓箇所（外面減肉） （３本）

：既施栓管（拡管部応力腐食割れ） （１３本）

：既施栓管（拡管部応力腐食割れ以外） （１１０本）

＜第３管支持板＞
有意な信号

指示管（ X５５-Y３ ）

＜第３管支持板＞
有意な信号

指示管（ X５５-Y８ ）

＜第３管支持板＞
有意な信号

指示管（ X２１-Y８ ）
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Ａ－蒸気発生器伝熱管（低温側）の状況



スケールＡ､Ｃ２､Ｃ３の分析結果

スケールＡ スケールＣ２ スケールＣ３ スケールＣ４

断面
観察
結果

回収
場所

Ａ－ＳＧ伝熱管減肉部
（第３管支持板下部）

第２管支持板上 第１管支持板上 第２管支持板上

性状 稠密層が主体

約0.2～
0.3mm

約0.3mm 約0.3mm

稠密層の範囲

＜凹面＞

伝熱管との
接触想定箇所

幅 ：約18㎜
長さ：約10㎜
厚さ：約0.3㎜
重さ：約0.19g
材質：マグネタイト

（鉄酸化物）
・筋状の摺れ痕を確認。
・伝熱管の主成分である
ニッケルやクロムを検出。

＜凸面＞

スケールＣ２

・管支持板の主成分で
あるクロムを検出。

平滑面
(管支持板との
接触想定箇所)

伝熱管との
接触想定箇所

・筋状の摺れ痕を確認。
・伝熱管の主成分である
ニッケルやクロムを検出。

幅 ：約23㎜
長さ：約11㎜
厚さ：約0.3㎜
重さ：約0.25g
材質：マグネタイト

（鉄酸化物）

スケールＣ３

＜凸面＞

平滑面
(管支持板との
接触想定箇所)

・管支持板の主成分で
あるクロムを検出。

スケールＡ、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４の断面観察結果

幅 ：約15㎜
長さ：約9㎜
厚さ：約0.2㎜～0.3㎜
重さ：約0.1g
材質：マグネタイト

（鉄酸化物）

伝熱管との接触箇所

・伝熱管との接触箇所に光沢を確認。
（電子顕微鏡による観察の結果、
筋状の摺れ痕を確認。）

・伝熱管の主成分であるニッケルや
クロムを検出。

＜凹面＞

スケールＡ

スケールＣ４の分析結果

幅 ：約11㎜
長さ：約3㎜
厚さ：約0.3㎜
重さ：約0.03g
材質：マグネタイト

（鉄酸化物）

スケールＣ４
（伝熱管から剥離後に破損したスケールの一部と推定）

伝熱管との
接触想定箇所

・筋状の摺れ痕を確認。
・伝熱管の主成分である
ニッケルやクロムを検出。

約0.3mm


